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十十
勝勝
地地
区区
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
協協
会会
、、

定定
期期
総総
会会
のの
開開
催催

平
成
２６
年
４
月
１８
日
、
加
盟
団
体

で
あ
る
、
十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
北
身
協
へ
急
を
要
す
る
出
席

要
請
が
あ
り
、
急
遽
、
泉
常
務
理
事

が
来
賓
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
６６
歳
の

新
会
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
５７
歳
と

７４
歳
の
両
副
会
長
が
双
肩
と
な
り
協

会
運
営
に
あ
た
る
世
代
の
交
代
が
あ

り
ま
し
た
。

泉
常
務
理
事
の
挨
拶
の
中
で
、
こ

こ
１０
年
程
度
の
間
に
全
道
に
お
い
て

７
ヶ
町
村
の
協
会
が
解
散
し
て
お

り
、
会
員
数
が
１０
名
前
後
の
市
協
会

も
複
数
個
所
あ
る
中
で
日
身
連
で
も

北
身
協
で
も
市
や
地
区
協
会
で
も
組

織
の
肝
心
要
の
土
台
は
分
会
で
あ

り
、
町
村
協
会
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
が
解
散
す
る
こ
と

は
、
そ
の
地
域
の
障
が
い
者
施
策
の

衰
退
に
繋
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
最
も
必
要
な
障
が
い
者
施
策
が
、

次
の
時
代
へ
と
繋
が
ら
な
い
こ
と

は
、
次
の
世
代
の
障
が
い
者
家
族
や

社
会
に
お
い
て
最
大
の
悲
劇
で
あ

り
、
不
幸
で
も
あ
り
、
今
が
一
番
苦

し
い
と
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

北
身
協
は
地
区
協
会
や
町
村
協
会

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
の
集
落

で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
、
お
茶
の
間

懇
談
会
で
あ
っ
て
も
足
を
運
ぶ
こ
と

を
約
束
し
て
、
互
い
に
危
機
感
を
共

有
し
た
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
こ
の
た
び
の
定
期
総
会
に
出
席
し

た
地
域
の
代
表
の
方
々
が
総
会
終
了

後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
口
同
音
、
地
域

の
活
性
化
に
最
大
限
取
り
組
み
、
こ

れ
以
上
の
解
散
地
域
を
出
さ
な
い
こ

と
を
誓
い
合
い
会
場
を
後
に
す
る
姿

に

安

堵

し
、
且
つ

組
織
の
再

構
築
と
分

会
の
地
域

社
会
で
の

実
践
活
動

が
期
待
さ

れ
る
総
会

で
し
た
。

北北
鈴鈴
会会

第第
５５００
回回
定定
期期
総総
会会

開開
催催
にに
つつ
いい
てて

「
北
海
道
喉
頭
摘
出
者
福
祉
団
体

（
北
鈴
会
）
松
永

雅
晴

会
長
は

平
成
２６
年
４
月
１２
日
に
札
幌
市
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平

成
２６
年
第
５０
回

定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。」

松
永

雅
晴
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
祝
辞
は
次
の
３
名
か
ら
あ
り
ま

し
た
。

・
北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

障
が
い
者
保
健
福
祉
課

え
ん
ど
う

あ
つ

や

主

幹

遠
藤

篤
也

氏

・
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

あ
か
さ
か

ま
さ
る

会

長

赤
坂

勝

氏

い
ず
み

つ
か
さ

常
務
理
事

泉

司

祝
辞
の
後
、
議
長
が
選
出
さ
れ
議

案
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

・
第
１
号
議
案

平
成
２５
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

・
第
２
号
議
案

平
成
２６
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て

・
第
３
号
議
案

規
約
改
定
に
つ
い

て議
案
に
つ
い

て
報
告
・
説
明

が
あ
り
質
疑
応

答
の
後
、
全
て

の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
予
定

通
り
終
了
い
た

し
ま
し
た
。 発行人
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第第
６６３３
回回
全全
道道
身身
体体
障障
害害
者者
福福
祉祉
大大
会会

函函
館館
大大
会会
第第
１１
回回
推推
進進
委委
員員
会会

「
標
題
に
つ
い
て
、
平
成
２６
年
４

月
２２
日
（
火
）
札
幌
の
道
民
活
動
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
で
大
会
推
進
委
員
の
参

加
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。」

協
議
概
略
は
以
下
の
通
り

●
函
館
大
会
の
運
営
に
つ
い
て

一
、
大
会
次
第
（
案
）

一
、ス
ロ
ー
ガ
ン（
案
）宣
言（
案
）

決
議
（
案
）
に
つ
い
て

一
、
大
会
役
員
に
つ
い
て

一
、
役
割
分
担
に
つ
い
て

●
会
長
表
彰
受
賞
者
の
選
考
に
つ
い
て

一
、
自
立
更
正
者１２

団
体

２１
名

一
、
援
護
功
労
者１５

団
体

２９
名

一
、
特
別
功
労
者

０
名

●
提
出
議
案（
要
望
事
項
）に
つ
い
て

８
つ
の
提
出
議
題
（
要
望
事
項
）

の
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

※
開
催
日
時

平
成
２６
年
７
月
２０
日
（
日
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

※
開
催
場
所

函
館
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
参
加
予
定

７
０
０
名

※
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

平
成
２６
年
７
月
１９
日
（
土
）

ホ
テ
ル

函
館
ロ
イ
ヤ
ル

１８
時
か
ら

参
加
費
等

参
加
費

１
人

２
、
０
０
０
円

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
費

１
人

５
、
０
０
０
円

（
別
途
か
か
り
ま
す
）

宿
泊
予
約
、
参
加
申
込

旅
行
代
理
店
が
取
り
ま
と
め
ま
す
。

※
大
会
事
務
局

一
般
社
団
法
人

函
館
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会

函
館
市
若
松
町
３３
番
６
号

函
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話

０
１
３
８（
２６
）８
１
５
６

平
成
２６
年
度
「
障
が
い
者

一
一
〇
番
」
地
方
相
談
会

の
実
施
案
内

〜
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
平
成

２６
年
度
地
方
相
談
会
を
実
施
致
し
ま

す
。
〜

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
は
北
海

道
の
委
託
を
を
受
け
て
、
札
幌
市
以

外
の
全
道
各
地
に
お
住
ま
い
の
障
が

い
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
悩
み
に

対
し
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
地
方
相
談
会
の
実
施
は

次
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

★
平
成
２６
年
７
月
２０
日
（
日
）

函
館
市
民
会
館

第
６３
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
会
場

函
館
市
湯
川
町
１
丁
目
３２
―
１

い
し
づ
か

や
す
ゆ
き

担
当

石
塚

慶
如
弁
護
士

１０
時
００
分
〜
１２
時
００
分

（
２
面
へ
続
き
ま
す
。）

一 般 社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

（平成２６年５月２５日）
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★
平
成
２６
年
８
月
２１
日
（
木
）

根
室
市
福
祉
会
館

根
室
市
有
磯
町
２
丁
目
６

お

だ

し
ま

し
ん

ご

担
当

小
田
嶋

真
悟
弁
護
士

１０
時
００
分
〜
１４
時
００
分

★
平
成
２６
年
９
月
２５
日
（
木
）

士
別
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

士
別
市
東
６
条
４
丁
目
１

い
し
づ
か

や
す
ゆ
き

担
当

石
塚

慶
如
弁
護
士

１０
時
００
分
〜
１４
時
００
分

★
平
成
２６
年
１０
月
２２
日
（
水
）

苫
小
牧
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

苫
小
牧
市
旭
町
２
丁
目
１
―
１１

お

だ

し
ま

し
ん

ご

担
当

小
田
嶋

真
悟
弁
護
士

１０
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

詳
細
に
に
つ
き
ま
し
て
は
１
面
の
図

を
参
照
く
だ
さ
い
。

市
民
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が
い
な

ど
に
よ
り
、
判
断
力
が
不
十
分
な
人

に
代
わ
り
、
一
般
市
民
が
財
産
管
理

な
ど
の
後
見
業
務
を
す
る
の
が
「
市

民
後
見
人
」
で
す
。

改
正
老
人
福
祉
法
の
施
行
を
受

け
、
道
内
で
も
市
民
後
見
人
の
活
用

へ
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
後
見
人
は
高
い
倫
理

観
・
判
断
力
が
要
求
さ
れ
、
市
町
村

の
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。

後
見
人
は
、
被
後
見
人
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
代
わ
り
、
財
産
管
理

の
ほ
か
、
介
護
福
祉
、
障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
な
ど
を
行
い
、

本
人
の
法
的
権
利
を
守
る
役
割
を
し

ま
す
。

従
来
は
親
族
に
加
え
弁
護
士
な
ど

の
専
門
職
が
大
半
で
し
た
が
、
地
域

で
暮
ら
す
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
増

え
て
い
る
中
で
市
民
後
見
人
と
し
て

こ
う
し
た
人
達
を
支
え
る
仕
組
が
誕

生
し
ま
し
た
。
道
内
で
は
小
樽
市
と

北
後
志
５
町
村
が
協
力
し
て
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
市
民
後
見
人
の
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
又
、
釧
路

市
や
南
富
良
野
町
な
ど
４
市
町
で
も

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。

一
方
、
札
幌
市
は
養
成
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
策
定
し
、
本
年
度
中
に
養
成

を
始
め
る
予
定
で
す
。

後
見
人
は
突
然
の
呼
び
出
し
で
医

療
や
福
祉
制
度
の
利
用
の
選
択
を
迫

ら
れ
た
り
、
報
酬
の
受
け
取
り
は
通

常
で
年
１
回
で
、
家
庭
裁
判
所
へ
提

出
の
報
告
書
が
煩
雑
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
構
築
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る
の
も

現
状
で
す
。

あ
る
弁
護
士
は
、「
専
門
職
の
弁

護
士
で
す
ら
、
被
後
見
人
の
預
金
を

横
領
し
た
事
件
も
発
生
し
て
お
り
、

一
般
の
人
が
財
産
管
理
と
い
う
強
い

権
限
が
与
え
ら
れ
る
市
民
後
見
人
と

し
て
活
動
す
る
に
は
、
市
町
村
が
、

養
成
は
も
ち
ろ
ん
、
支
援
、
監
督
す

る
体
制
作
り
が
必
要
。」
と
話
し
て

お
り
ま
す
。

平平
成成
２２６６
年年
度度
北北
海海
道道
福福
祉祉
のの

まま
ちち
づづ
くく
りり
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
募募
集集

〜
北
海
道
で
は
北
海
道
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定
し
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
年
寄
り
も

子
ど
も
も
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
を
道
民
全
体
で
進
め

て
行
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
〜

こ
の
度
、
北
海
道
は
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し

て
、
福
祉
的
配
慮
に
優
れ
た
公
共
的

施
設
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
等
を
支

援
す
る
活
動
の
優
良
事
例
、
障
が
い

者
、
高
齢
者
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た

福
祉
用
具
等
を
表
彰
す
る
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
致
し
ま
す
。

▼
主
催

北
海
道

▼
後
援

札
幌
市
、
北
海
道
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
連
絡
協
議
会

▼
対
象

●
公
共
的
施
設
部
門

（
福
祉
的
配
慮
に
優
れ
た
公
共
的

施
設
等
）

北
海
道
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
規
定
す
る
公
共
施
設
等
で
、

北
海
道
内
に
所
在
し
、
平
成
２４
年

７
月
１
日
か
ら
平
成
２６
年
６
月
３０

日
ま
で
に
完
成
し
た
も
の

（
道
立
施
設
は
対
象
外
）

●
活
動
部
門

（
障
が
い
者
・
高
齢
者
等
の
自

立
・
社
会
参
加
支
援
活
動
）

●
福
祉
用
具
部
門

（
福
祉
用
具
、
製
品
等
）

▼
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
等

記
入
し
郵
送
か
持
参

▼
募
集
期
間

平
成
２６
年
４
月
２１
日
（
月
）
〜

平
成
２６
年
６
月
３０
日
（
月
）

▼
応
募
・
問
い
合
せ
先

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

福
祉
援
護
課
福
祉
基
盤
グ
ル
ー
プ

〒
０
６
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（
２５
）
６
１
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Ｆ
Ａ
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０１１
（
２３１
）
４
０
７
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盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派

遣
事
業
の
利
用
登
録
申
請
に

つ
い
て

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
が
重
複
し
た
在
宅
障
が
い
者

の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う

な
方
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ

う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
等

は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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【
地
域
か
ら
の
お
便
り
】へ
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す

こ
の
新
聞
は
、
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
の
会
報
と
し
て
、
地
域

の
身
障
協
会
の
元
気
な
取
り
組
み
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
加
盟
団
体

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

の
お
便
り
（
写
真
を
含
み
ま
す
）
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
投

稿
下
さ
い
。

※
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

「
札
幌
市
を
除
く
全
道
各
地
に

お
住
ま
い
の
障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族
の
方
」
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●
札
幌
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

は
「
札
幌
市
あ
ん
し
ん
相

談
」
に
連
絡
願
い
ま
す
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一
、
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

末
ま
で
に
願
い
ま
す
。

二
、
作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
を
記
入
願
い
ま
す
。

三
、
一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
、
必
ず
ル
ビ
を
付
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

特別養護老人ホーム
多機能事業所

社
会
福
祉
法
人

北
海
道
宏
栄
社

〒
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小
樽
市
天
神
２
丁
目
８
番
２
号

電
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〇
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三
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二
五－

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
三
四－

二
九－

三
二
八
四

（２）（第７２２号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞

「
文
芸
に
投
稿
さ
れ
る
方
へ

編
集
部
か
ら
の
お
願
い
」
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